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(54)【発明の名称】 体温計の温度安定方法と装置

(57)【要約】
【課題】  体温計の温度安定方法と装置の提供。
【解決手段】  温度安定方法は、体温計の温度測定の前
に、上述の周辺環境温度を設定した温度点に加熱し、並
びに回路制御の熱エネルギー提供温度補償の方式によ
り、該環境温度を維持し並びに設定の温度点に安定さ
せ、環境温度の変化が測定の精度に影響を与えるのを防
止する。温度安定装置は、プローブが熱エネルギーを発
生可能な材質とされるか、或いはプローブ内に加熱素子
が設置されるか或いは別に分離式の加熱装置が設けら
れ、それが体温計測定前にプローブの窒腔を設定の環境
温度値に加熱し、並びにコントローラで環境温度を恒温
の安定状態に維持し、測定の精度を正確とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  体温計のプローブ内の関係温度検出素子
或いはパーツの測定時の周辺環境温度を安定させて、正
確な測定精度を獲得するための体温計の温度安定方法に
おいて、体温計で温度測定する前に、上述の周辺環境温
度を加熱して設定した温度点となし、並びに回路制御し
た熱エネルギーで温度補償する方式により、環境温度を
維持させ並びに設定の温度点で安定させ、環境温度の変
化が測定の精度に影響を与えないようにすることを特徴
とする、体温計の温度安定方法。
【請求項２】  前記周辺環境温度の予熱の方法が、プロ
ーブ本体の発熱或いはプローブ窒腔内の加熱或いは分離
式の加熱とされることを特徴とする、請求項１に記載の
体温計の温度安定方法。
【請求項３】  体温計のプローブを熱エネルギーを発生
可能な材質とし、並びに加熱コントローラに連接し、そ
れに体温計の測定前のプローブに対する加熱を行わせ、
並びに加熱コントローラにより環境温度を恒温の安定状
態に維持して、測定の精度を正確とすることを特徴とす
る、体温計の温度安定装置。
【請求項４】  体温計のプローブ内に加熱素子を設け
て、加熱素子と加熱コントローラを連接したことを特徴
とする、体温計の温度安定装置。
【請求項５】  前記加熱素子が直接接触或いは非直接接
触形態を以てプローブ内部の関係パーツを被覆すること
を特徴とする、請求項４に記載の体温計の温度安定装
置。
【請求項６】  前記加熱素子が円錐状とされ、その一端
が開口とされ、もう一端が枢接状の蓋体とされたことを
特徴とする、請求項４に記載の体温計の温度安定装置。
【請求項７】  体温計と分離した予熱装置が設けられ、
該予熱装置が座体形状を呈し、その内部に加熱素子、加
熱コントローラ、電源装置が設けられ、該加熱素子がプ
ローブの外部形状に対応するよう設計されたことを特徴
とする、体温計の温度安定装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は一種の体温計の温度
安定方法と装置に係り、特に、体温計の測定前にプロー
ブを予熱して、体温計のプローブの窒腔内の環境温度を
安定させて不安定な環境温度が測定の精度に影響を与え
るのを防止する方法と装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】一般に赤外線体温計は、そのプローブの
窒腔内に導波管、赤外線温度検出素子（サーモパイル）
及び関連するパーツが設けられて、体温測定の機能を達
成する。周知の導波管或いは関係パーツは金属を採用し
て製造され、金属の加熱が急速で放熱が急速である特性
は環境温度を平衡とし、即ち環境温度を平均して導波管
管体に分布させるが、必ずしも安定した温度とならなか
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った。この温度値は明らかに検出温度データベースの判
断の正確性に影響を与え、且つ周知の赤外線体温計の赤
外線温度検出素子は体温或いは環境温度に感応する現象
を有し、このため温度測定の不正確をまねいた。導波管
をプラスチック材料で製造しても、プラスチック材料は
加熱が遅く放熱も遅い特性を有するため、却って環境温
度を安定させて環境温度をある特定値に維持することが
できない。ゆえに赤外線温度検出素子（サーモパイル）
を人体内耳の赤外線を検出する人体温度測定技術の素子
として応用すると、赤外線温度検出素子及びその関連パ
ーツが測定実行時にずっと環境温度変化の影響を受け、
実際の測定値は長期にわたり高いか低いかの不安定な状
況にあり、測定精度が理想状態とならない。測定精度は
使用者の信頼を得ることができなかった。ゆえに周知の
体温計の測定精度は理想状態ではなく、本発明はこれを
改善するために提供された。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】本発明はの目的は、一
種の体温計の温度安定方法を提供することにあり、それ
は、体温計のプローブ内の関係温度検出素子或いはパー
ツの測定時の周辺環境温度を安定させて正確な測定精度
を得る。その温度安定方法は、体温計の温度測定の前
に、上述の周辺環境温度を設定した温度点（例えば３６
℃或いは華氏９６．８度）に加熱し、並びに回路制御の
熱エネルギー提供温度補償の方式により、該環境温度を
維持し並びに設定の温度点に安定させ、環境温度の変化
が測定の精度に影響を与えるのを防止する。
【０００４】本発明のもう一つの目的は、一種の体温計
の温度安定装置を提供することにあり、該温度安定の装
置は、プローブが熱エネルギーを発生可能な材質とされ
るか、或いはプローブ内に加熱素子が設置されるか或い
は別に分離式の加熱装置が設けられ、それが体温計測定
前にプローブの窒腔を設定の環境温度値に加熱し、並び
にコントローラで環境温度を恒温の安定状態に維持し、
測定の精度を正確とする。
【０００５】上述の加熱の電源は体温計測定システム電
源と共用とされる。
【０００６】
【課題を解決するための手段】請求項１の発明は、体温
計のプローブ内の関係温度検出素子或いはパーツの測定
時の周辺環境温度を安定させて、正確な測定精度を獲得
するための体温計の温度安定方法において、体温計で温
度測定する前に、上述の周辺環境温度を加熱して設定し
た温度点となし、並びに回路制御した熱エネルギーで温
度補償する方式により、環境温度を維持させ並びに設定
の温度点で安定させ、環境温度の変化が測定の精度に影
響を与えないようにすることを特徴とする、体温計の温
度安定方法としている。請求項２の発明は、前記周辺環
境温度の予熱の方法が、プローブ本体の発熱或いはプロ
ーブ窒腔内の加熱或いは分離式の加熱とされることを特
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徴とする、請求項１に記載の体温計の温度安定方法とし
ている。請求項３の発明は、体温計のプローブを熱エネ
ルギーを発生可能な材質とし、並びに加熱コントローラ
に連接し、それに体温計の測定前のプローブに対する加
熱を行わせ、並びに加熱コントローラにより環境温度を
恒温の安定状態に維持して、測定の精度を正確とするこ
とを特徴とする、体温計の温度安定装置としている。請
求項４の発明は、体温計のプローブ内に加熱素子を設け
て、加熱素子と加熱コントローラを連接したことを特徴
とする、体温計の温度安定装置としている。請求項５の
発明は、前記加熱素子が直接接触或いは非直接接触形態
を以てプローブ内部の関係パーツを被覆することを特徴
とする、請求項４に記載の体温計の温度安定装置として
いる。請求項６の発明は、前記加熱素子が円錐状とさ
れ、その一端が開口とされ、もう一端が枢接状の蓋体と
されたことを特徴とする、請求項４に記載の体温計の温
度安定装置としている。請求項７の発明は、体温計と分
離した予熱装置が設けられ、該予熱装置が座体形状を呈
し、その内部に加熱素子、加熱コントローラ、電源装置
が設けられ、該加熱素子がプローブの外部形状に対応す
るよう設計されたことを特徴とする、体温計の温度安定
装置としている。
【０００７】
【発明の実施の形態】本発明は、体温計のプローブ内の
関係温度検出素子（例えば赤外線温度検出素子サーモパ
イル）或いはパーツの測定時の周辺環境温度を安定させ
て正確な測定精度を得る。その温度安定方法は、体温計
の温度測定の前に、上述の周辺環境温度を設定した温度
点（例えば３６℃或いは華氏９６．８度）に加熱し、並
びに回路制御の熱エネルギー提供温度補償の方式によ
り、該環境温度を維持し並びに設定の温度点に安定さ
せ、環境温度の変化が測定の精度に影響を与えるのを防
止する。該温度安定の装置は、プローブが熱エネルギー
を発生可能な材質とされるか、或いはプローブ内に加熱
素子が設置されるか或いは別に分離式の加熱装置が設け
られ、それが体温計測定前にプローブの窒腔を設定の環
境温度値に加熱し、並びにコントローラで環境温度を恒
温の安定状態に維持し、測定の精度を正確とする。
【０００８】
【実施例】図１、２、３、及び図４に示されるように、
本発明の体温計の温度安定装置の構造は、体温計１０
（本発明は赤外線体温計を実施例としている）のプロー
ブ１１内に加熱素子２０が設けられている。該プローブ
１１は周知の構造であるため簡単に説明する。それは体
温計１０の前端に位置し、耳道口と接触する漏斗状の物
体とされ、プローブ１１の窒腔内に赤外線温度検出素子
１２（サーモパイル）、座体１３、サーミスタ１４、導
波管１５を含む関係パーツが設けられている。該加熱素
子２０は導電性を有し且つ電流が通過する時に熱エネル
ギーを発生する材質とされ、それはほぼ錐形を呈し並び
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に直接接触或いは非直接接触形態を以て上述のプローブ
１１内部の関係パーツを被覆するか、或いは一部を被覆
し、その一端は開口とされて赤外線が進入可能で、もう
一端は枢接状の蓋体２１とされ、開放して内部の関係パ
ーツを交換するのに便利である。加熱素子２０は並びに
温度制御効果を有する加熱コントローラ３０に連接され
て、回路制御により加熱素子２０を加熱して適当な環境
温度値とする。体温計１０測定システム電源が加熱素子
２０の加熱により急速に消耗するのを防止するため、加
熱素子２０の加熱電源は測定システム電源と非共用とな
すことも可能である。
【０００９】上述の体温計の温度安定方法は、体温計１
０の温度測定前に、加熱素子２０により上述の窒腔内周
辺環境温度を設定した温度点（例えば３６℃或いは華氏
９６．８度）に加熱し、並びにコントローラ３０で温度
制御して随時温度補償を提供し、上述の環境温度を維持
させ並びに設定の温度点に安定させ、環境温度の変化が
測定の精度に影響を与えるのを防止する。
【００１０】上述の温度安定の詳細な制御フローは以下
のとおりである。体温計１０起動時に、温度測定素子
（例えばサーミスタ１４とするか或いはコントローラ３
０に別に温度測定素子を設ける）により先に体温計１０
の窒腔内が設定された環境温度値（例えば３６℃或いは
華氏９６．８度）であるか否かを検査し、もしその温度
以下であれば、加熱素子２０を起動して加熱して設定の
環境温度とし、設定の温度値に達すれば、加熱素子２０
の加熱を停止し、並びに制御回路より信号を送出して体
温計に測定動作を行えることを示す信号を表示し、この
後、温度安定システムもまた加熱コントローラ３０で随
時プローブの窒腔内が設定の環境温度に達しているか否
かを検査して温度補償し、こうして設定の待機時間中に
体温測定の動作を行うことができ、正確な実際の体温測
定値を得られ、もし待機時間内に体温測定動作を行わね
ば、体温計が自動オフとなる。
【００１１】上述のように加熱素子２０により体温計１
０のプローブ１１を予熱するほか、プローブ１１を直接
加熱の手段とし、製造コストを下げることができる。
【００１２】図５を参照されたい。本発明の加熱素子２
０はまた体温計１０のプローブ１１内に設けられ、赤外
線導波管を有さない赤外線温度検出素子１２を被覆し、
プローブ１１の前端にフォーカスレンズ１６が設けられ
て、有効に人体の耳内の放出する赤外線を赤外線温度検
出素子１２に集中させて検出させる形態となすことがで
きる。
【００１３】図６を参照されたい。本発明のプローブ１
１の予熱温度安定装置は、加熱素子２０或いはプローブ
１１が充当されるほか、体温計１０のプローブ１１中の
予熱温度安定装置の予熱過程での電池消耗を減少するた
め、別に体温計と分離した予熱装置４０を設置可能であ
る。この予熱装置４０は座体形状とされ、その内部に加
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熱素子４１、加熱コントローラ４２、電源装置４３が設
けられ、そのうち加熱素子４１はプローブ１１の外部形
状に対応する形状を有して、プローブ１１を被覆し、こ
の体温計１０による温度測定の前に、まずプローブ１１
を加熱素子４１中に置いて、プローブ１１の四周より外
から内に加熱し、設定の温度点になった後、恒温を維持
し、その最高加熱点の設置とプローブの設定温度点を一
致させる。
【００１４】
【発明の効果】総合すると、本発明は体温計の温度安定
方法と装置を提供し、体温計の安定し環境温度を具備さ
せて、周知の体温計の不安定な環境温度による正確な測
定の精度に影響する問題を解決する。この本発明の周知
の体温計を超える温度安定の設計概念は、特許の要件に
符合する。なお、以上の実施例は本発明の実施範囲を制
限するものではなく、本発明に基づきなしうる細部の修
飾或いは改変は、いずれも本発明の請求範囲に属する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の体温計プローブに対する加熱の制御フ
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ローチャートである。
【図２】本発明の温度制御システムのブロック図であ
る。
【図３】本発明の加熱素子の立体外観表示図である。
【図４】本発明の加熱素子がプローブ内部に設けられた
状態表示図である。
【図５】本発明の加熱素子に無導波管赤外線温度検出素
子が組み合わされてプローブ内部に設けられた状態表示
図である。
【図６】本発明の分離式加熱装置の構造表示図である。
【符号の説明】
１０  体温計        １１  プローブ
１２  赤外線温度検出素子
１３  座体          １４  サーミスタ
１５  導波管        １６  フォーカスレンズ
２０  加熱素子      ２１  蓋体
３０  加熱コントローラ      ４０  予熱装置
４１  加熱素子              ４２  加熱コントローラ
４３  電源装置
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